
ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

石井 映幸 副院長

症
の
予
備
軍
の
よ
う
な
診
断
だ
っ

た
場
合
、
何
か
ケ
ア
を
受
け
ら
れ

ま
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
院
に
は
、
常
駐

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
お
り
ま
す

の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
相
談
が
で
き
ま
す
。
検
査
の
結

果
、
軽
度
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

方
が
、訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
で「
服

薬
管
理
」
を
受
け
た
り
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
は
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
予
防
と
し
て
、
認
知
症

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
必
要

な
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
指
導

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
ご
希
望
者
に
、
当
院
専
属
の
管

理
栄
養
士
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
や
家
族
の
も
の
忘
れ
が

心
配
な
方
は
、
一
度
、
当
院
（
☎

０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
）
で

検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

門
検
査
と
評
価
も
行
な
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
そ
れ
は
、
記
憶
力
の
検
査

で
す
か
？

　

Ａ
．は
い
。「
今
日
の
日
付
は
？
」

と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
も
の
か

ら
、
認
知
症
に
似
て
い
る
病
気
と

の
鑑
別
の
た
め
の
検
査
も
行
な
い

ま
す
。
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
う

つ
病
の
症
状
が
認
知
症
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
血
液
検
査
も
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
の
検

査
に
加
え
、
も
の
忘
れ
と
関
係
し

て
い
る
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
の
低
下
な
ど
も
検
査
し

ま
す
。

　
Ｑ
．
認
知
症
、
も
し
く
は
認
知

　
Ｑ
．
貴
院
の
認
知
症
検
査
の
種

類
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
院
で
は
「
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ

検
査
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で

は
、
内
側
側
頭
部
（
海
馬
）
の
萎

縮
が
最
も
早
く
起
こ
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
で
内
側
側

頭
部
の
萎
縮
を
診
断
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
画
像
検
査
だ
け
で

な
く
、
作
業
療
法
士
と
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
認
知
機
能
に
関
す
る
専

　

認
知
症
の
検
査
を
行
な
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ

い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
、
担
当
医
の
石
井
映

幸
副
院
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

性
認
知
症
」「
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
」
で
す
。

「
う
つ
」「
難
聴
」
も
類
似

　

認
知
症
は
、
ほ
と
ん
ど
が
高
齢

者
に
発
症
す
る
の
で
、
加
齢
変
化

に
よ
る
も
の
で
病
気
で
は
な
い

「
生
理
的
な
も
の
忘
れ
」
の
ほ
か
、

記
憶
障
害
で
は
な
く
億
劫
で
覚
え

ら
れ
な
い
「
う
つ
病
」
や
、
聞
こ

え
て
い
な
い
だ
け
の
「
難
聴
」
な

ど
、
認
知
症
に
間
違
わ
れ
や
す
い

他
の
疾
患
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
認
知
症
の
進
行
は
、
他

と
比
べ
て
早
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、不
安
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

早
め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

い
る
自
覚
が
あ
り
、
加
齢
に
よ
る

場
合
が
多
い
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
朝
食
を
食
べ
た

か
ど
う
か
を
思
い
出
せ
な
く
な
っ

た
り
、
食
べ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

と
怒
り
出
す
よ
う
な
場
合
は
、
忘

れ
て
い
る
自
覚
が
な
い
の
で
、「
認

知
症
」
の
可
能
性
を
疑
う
べ
き
で

し
ょ
う
。認

知
症
は
脳
の
病
気

　

認
知
症
は
、
既
に
正
常
に
発
達

し
た
脳
の
知
的
機
能
で
あ
る
「
記

憶
」「
学
習
」「
判
断
」「
計
画
」
が
、

病
気
に
よ
っ
て
壊
れ
、
発
症
し
ま

す
。
認
知
症
で
多
い
の
は
「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」「
血
管

　
「
最
近
、
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た

な
ぁ
」
と
い
う
の
は
、
誰
で
も
感

じ
る
こ
と
で
す
。し
か
し
そ
れ
が
、

単
に
年
の
せ
い
な
の
か
、
そ
れ
と

も
認
知
症
な
の
か
、
不
安
な
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

「
忘
れ
」
の
違
い
は

　

脳
が
老
化
し
て
、
物
覚
え
が
悪

く
な
り
、
例
え
ば
「
今
朝
食
べ
た

ご
飯
（
メ
ニ
ュ
ー
）
は
何
だ
っ
た

か
な
」
と
い
う
も
の
は
、
忘
れ
て

康心会汐見台病院
産婦人科 科長

中田 裕信 医師

ど
の
専
門
外
来
）
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

＊
教
室
開
催
の
有
無
は
ご
確
認
を
。

【
他
院
分
娩
後
の
ケ
ア
】

　

同
院
で
出
産
し
て
い
な
く
て

も
、
出
産
後
の
体
調
不
良
や
、
多

忙
で
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い

た
り
、
育
児
・
授
乳
で
悩
み
、
自

信
を
失
い
か
け
て
い
る
人
な
ど
を

対
象
に
し
た
「
産
後
ケ
ア
入
院
」

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

◇
康
心
会
汐
見
台
病
院
産
婦
人
科

　
中
田
裕
信
科
長
よ
り

　
「
当
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
含
む
諸

事
情
で
、
里
帰
り
出
産
を
断
念
さ

れ
た
方
な
ど
の
お
受
け
入
れ
も
、

積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
棟
見
学
や
個
別
相
談
も
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
」。

分
娩
は
、康
心
会
汐
見
台
病
院
で
。

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
７

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

駐
車
場
・
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有

応
し
て
い
ま
す
。
家
族
（
夫
・
子
・

両
親
）の
立
ち
会
い
も
可
能
で
す
。

【
入 

院
】

　

経
膣
分
娩
の
場
合
、
経
産
婦
は

５
日
目
、
初
産
婦
は
６
日
目
に
退

院
を
迎
え
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
同
院
で
は
、
出

産
祝
い
に
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

「
お
祝
い
膳
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

【
産 

後
】

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
高
い
「
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
教
室
の
無
料

開
催
や
、
母
乳
外
来
（
母
乳
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
卒
乳
の
悩
み
な

生
活
と
分
娩
、
産
後
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。〈
医
師
配
置
は
20
年
６
月
現
在
〉

【
妊
娠
中
】

　

体
内（
コ
ア
）か
ら
整
え
る「
マ

タ
ニ
テ
ィ
・
ヨ
ガ
」
や
、
妊
娠
と

出
産
に
つ
い
て
学
ぶ「
母
親
学
級
」

を
無
料
開
催
し
て
い
ま
す
。
助
産

師
に
よ
る
「
個
別
の
保
健
指
導
」

も
あ
り
ま
す
。＊
教
室
開
催
の
有
無
は
ご
確
認
を
。

【
出 

産
】

　

分
娩
時
の
希
望
を
尊
重
し
、
安

全
を
確
保
し
た
上
で
の
「
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
分
娩
」（
仰
向
け
・
横

向
き
・
よ
つ
ん
ば
い
な
ど
）
に
対

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
産

科
の
担
当
医
（
常
勤
３
名
・
非
常

勤
５
名
）
と
、
小
児
科
の
担
当
医

（
常
勤
６
名
・
非
常
勤
８
名
）
が
、

24
時
間
体
制
で
ス
タ
ン
バ
イ
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
産
科
看
護
師

に
は
全
て
助
産
師
（
国
家
資
格
）

を
配
置
し
、
管
理
栄
養
士
も
連
携

し
て
、
安
全
で
安
心
で
き
る
妊
娠

　

安
全
な
出
産
と
健
や
か
な
新
生
児
の
成
長
に
は
、
妊
娠
中
か
ら
母
子
と
も
に
安

心
で
き
る
環
境
が
不
可
欠
で
す
。
磯
子
区
に
あ
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
で
は
、

医
師
が
24
時
間
体
制
で
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
ま
す
。　
　
　
〈
取
材
協
力
・
同
院
〉

妊娠中に注意が必要な感染症

このほか、【サイトメガロウイルス】【性器クラミジア】
【性器ヘルペス】も産道感染などで注意が必要。

妊娠前に予防接種を！

ワクチンなし！！！

非加熱の
乳製品、生肉・生魚は
控えて

生肉は加熱、野菜・果物はよく洗って！

風疹
感染して産まれた場合、新生児に
白内障や先天性心疾患、難聴、
心身の発達の遅れなどの恐れ

水ぼうそう
母体は重症化があり、新生児は皮膚・
目・手足などに影響の可能性が　

りんご病
赤血球の減少で
「胎児貧血」の危険性あり　

トキソプラズマ症
流産・早産・死産、
先天性の奇形、
中枢神経障害の発生も　

リステリア症
流産・早産・死産、
出産後の敗血症や
髄膜炎のリスクも

風疹
感染して産まれた場合、新生児に
白内障や先天性心疾患、難聴、
心身の発達の遅れなどの恐れ

水ぼうそう
母体は重症化があり、新生児は皮膚・
目・手足などに影響の可能性が　

りんご病
赤血球の減少で
「胎児貧血」の危険性あり　

トキソプラズマ症
流産・早産・死産、
先天性の奇形、
中枢神経障害の発生も　

リステリア症
流産・早産・死産、
出産後の敗血症や
髄膜炎のリスクも

　

胎
盤
経
由
で
感
染
し
、
赤
血
球

が
減
少
し
て
「
胎
児
貧
血
」
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病

気
は
ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
流
行
時

は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症

　

食
用
の
生
肉
、
洗
っ
て
い
な
い

野
菜
や
果
物
に
い
る
寄
生
虫
が
原

因
で
す
。
経
口
感
染
が
多
く
、
妊

娠
初
期
の
母
体
か
ら
胎
盤
を
通
じ

た
感
染
も
あ
り
、
流
産
や
先
天
性

の
奇
形
、
中
枢
神
経
障
害
を
起
こ

す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
リ
ス
テ
リ
ア
症

　

非
加
熱
処
理
の
チ
ー
ズ
や
生
ハ

ム
な
ど
を
摂
取
し
て
感
染
す
る
こ

と
が
多
い
病
気
で
す
。
特
に
妊
娠

後
期
の
感
染
は
影
響
が
大
き
く
、

胎
児
や
新
生
児
の
感
染
致
死
率
は

２
～
３
割
に
及
び
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

母
子
の
健
康
の
た
め
に
、
家
族

も
予
防
意
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
風
疹

　

母
体
か
ら
胎
児
が
感
染
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
中
は
予
防

接
種
が
で
き
な
い
の
で
、
妊
娠
前

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）

　

感
染
し
た
場
合
は
重
症
化
す
る

こ
と
が
あ
り
、胎
児
の
皮
膚
や
目
、

手
足
な
ど
へ
の
影
響
も
。
あ
ら
ゆ

る
経
路
で
感
染
（
空
気
感
染
・
飛

沫
感
染
・
接
触
感
染
な
ど
）
す
る

の
で
、
常
に
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
り
ん
ご
病
（
伝
染
性
紅
斑
）

う
と
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

普
段
な
ら
す
ぐ
に
治
る
軽
い
病

気
で
も
、
母
子
と
も
に
重
篤
な
症

状
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
妊
娠
中
に
気
を
つ
け
て
ほ

し
い
主
な
病
気
を
紹
介
し
ま
す
。

　

女
性
は
、
妊
娠
す
る
と
免
疫
力

が
低
下
し
、
病
気
や
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

母
体
の
免
疫
力
が
強
い
ま
ま
で
あ

る
と
、胎
児
を「
異
物
」と
認
識
し
、

免
疫
細
胞
が
受
精
卵
を
排
除
し
よ

　

妊
娠
中
の
女
性
の
体
は
と
て
も
ナ
イ
ー
ブ
で
、
感
染
症
な
ど
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
妊
娠
前
か
ら
、
一
緒
に
暮
ら
す
家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
予

防
接
種
を
受
け
た
り
、
病
気
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

朝ごはん
食べたかな？

1・4面に掲載

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

今月オスス
メ正 パ

ユニフォーム貸与

無料バス有

正社員 パート

各種手当有

未経験歓迎

スキルUP 経験者優遇

夜勤有

当院ＨＰからエントリー
またはお電話ください。
担当者からご連絡いたします。

応 

募☎045-761-3581
（担当／看護部長・近藤、総務課・赤岡）

康心会汐見台病院
〒235-0022 神奈川県横浜市磯子区汐見台1-6-5

医療法人社団
康心会

JR 磯子駅、京急線 屏風浦駅・上大岡駅 看護師・看護補助

看護師 新人または第二新卒大歓迎！

295,0００円～439,0００円
　　　　　　　　　　　　　　　※夜勤手当４．５回含む

日勤【８：３０-１７：３０】と夜勤【１７：００-翌９：００】

月給

勤務帯

応相談、夜勤も可能
1,5００円～2,3００円時給

勤務帯

看護補助 看護師資格不要、経験者厚遇！

175,8００円～273,0００円
日勤【８：３０-１７：３０】
＊希望者は夜勤も可能

月給

勤務帯

応相談、夜勤も可能
1,1００円時給

勤務帯

●マイカー通勤可●年間１２１休日＋夏休３日●交通費支給●医療費補助制度 など

充実の職場環境

こんなにある！
若手が

活躍できる場です
若手が

活躍できる場です

一次～二次救急
対応の地域病院キャリアアップ支援に実績！経験５年未満でもOKキャリアアップ支援に実績！経験1年未満でもOK

他の職種も
募集中！

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
／
取
材
協
力

認
知
症
か
ど
う
か
の
判
別
検
査
を
実
施

認
知
症
と
間
違
え
や
す
い
病
気
は
意
外
と
多
い

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
産
婦
人
科

　
　
医
師
は
24
時
間
ス
タ
ン
バ
イ

　
　
　
　 

病
棟
看
護
師
は
全
員
、助
産
師

　
　
妊
娠
中
は
免
疫
力
が
低
下
！

　
　
　    

家
族
も
一
緒
に
予
防
対
策

2020年7月
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○
…
「
整
形
外
科
は
、
患
者

さ
ま
が
改
善
す
る
ご
様
子
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
実
感
し
て
い
く
診

療
科
で
す
。
歩
け
な
か
っ
た
方

が
、
苦
労
な
く
歩
行
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
姿
な
ど
、
医
師
は

直
接
目
で
見
て
、
治
療
の
成
果

と
患
者
さ
ま
の
笑
顔
を
確
認
で

き
ま
す
。
回
復
さ
れ
た
姿
を
目

に
し
た
時
は
、
最
も
や
り
が
い

を
感
じ
る
瞬
間
で
す
」。
今
年
４

月
に
着
任
し
、
外
来
は
毎
週
水

曜
日
午
前
、
木
曜
日
午
前
、
金

曜
日
午
後
を
担
当
。
頚
髄
症
や

脊
柱
管
狭
窄
症
、
骨
粗
鬆
症
な

ど
、首
や
腰
の
疾
患
を
多
く
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

○
…
「
幼
い
頃
か
ら
医
学
に

興
味
が
あ
っ
て
、
と
に
か
く
医

学
部
で
勉
強
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
」。
す

ら
り
と
伸
び
た
手
足
は
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で
い
た
学

生
時
代
を
彷
彿
さ
せ
ま
す
。「
部

活
で
足
首
の
捻
挫
や
剥
離
骨
折

を
す
る
度
に
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
整
形
外
科
の
道
へ
自
然

と
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
は
今
で
も

健
在
で
、
初
診
時
に
は
「
患
者

さ
ま
に
、
ま
ず
は
自
分
か
ら
自

己
紹
介
を
」
と
、
律
儀
な
印
象

も
加
わ
り
ま
す
。

　

○
…
「
必
要
最
小
限
の
治
療

で
、
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
常
に
考
え
、「
外
科

と
い
う
と
、
脚
光
を
浴
び
る
の

は
手
術
に
な
り
ま
す
が
、
問
診

に
お
い
て
も
、
聞
い
て
・
見
て
・

触
れ
て
、
そ
こ
で
初
め
て
わ
か

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
手
術
以
外
の
方
法
（
保

存
療
法
ほ
か
）
を
行
な
う
過
程

や
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
、

そ
の
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
ベ
ス

ト
な
方
法
を
組
み
立
て
て
い
く

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
と
て
も

重
要
で
す
。
一
つ
の
医
療
技
術

だ
け
で
な
く
、
ト
ー
タ
ル
を

１
０
０
％
に
構
築
す
る
こ
と
は
、

医
師
の
知
識
や
ス
キ
ル
だ
け
で

は
成
し
遂
げ
ら
れ
ず
、
看
護
師

や
検
査
技
師
、
リ
ハ
ビ
リ
療
法

士
な
ど
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

力
を
合
わ
せ
て『
質
の
高
い
チ
ー

ム
医
療
』
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
頑
張
り
ま
す
」。
真
摯
に
語

る
言
葉
が
胸
に
響
き
ま
す
。

戸口 淳 医師
 （とぐち あつし）　　　　

ふれあい横浜ホスピタル
【整形外科】

日本整形外科学会 
整形外科専門医
認定脊椎脊髄病医
認定運動器リハビリテーション医

日本脊髄外科学会 専門医
日本脊椎脊髄病学会

脊椎脊髄外科指導医

  

全
て
の
プ
ロ
セ
ス
が

　    

最
大
の
治
療
効
果
と
な
る
た
め
に

こ
の「
人
」に
聞
く

変形性膝関節症の様子（例）

　ふれあい横浜ホスピタル
横浜市中区万代町２‒３‒３
☎０４５-６８１-５１０１

整形外科医の紹介

■一般外傷（骨折、捻挫、切り傷など）
■脊椎・脊柱変形
■腰部脊柱管狭窄症
■頚椎症　■脊柱側弯症
■椎間板ヘルニア
■変形性膝関節症
■膝骨壊死　■骨粗鬆症
■脊椎圧迫骨折　　など

部長
青田洋一医師

部長
青田洋一医師

副部長
赤松泰医師

副部長
赤松泰医師 戸口淳医師戸口淳医師

２０２０年春着任
２０２０年春着任

地下鉄 関内駅

横浜
スタジアム

首都高速首都高速

横浜公園

横浜文化
体育館

関内駅

関内駅
または

伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分！

関内駅
または

伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分！

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

横浜市役所横浜市役所

ココココ

ここまで進むと、
人工関節置換術の

対象になる

骨棘などが
起きている状態

圧
迫
骨
折
』
を
抱
え
る
患
者
さ
ま

が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ま

に
対
し
て
、
病
態
に
合
わ
せ
て
、

装
具
に
よ
る
保
存
療
法
だ
け
で
な

く
、
人
工
骨
を
充
填
す
る
『
椎
体

形
成
術
』
な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
内
容
を
提
案
さ
せ

せ
た
装
具
に
よ
る
「
保
存
療
法
」

や
、
人
工
骨
な
ど
の
充
填
に
よ
る

「
椎
体
形
成
術
」
な
ど
を
経
験
し

て
き
た
整
形
外
科
専
門
医
で
す
。

各
年
齢
層
に
適
し
た
治
療
と
は

　
（
戸
口
医
師
）「
整
形
外
科
と
い

う
診
療
科
は
、
新
生
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
生
涯
を
通
し
て
関
わ
る

重
要
な
科
で
す
。
そ
の
た
め
、
と

て
も
幅
広
い
疾
患
を
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

私
は
、特
に『
脊
椎
疾
患
』で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
呈
す
る
疾
患

に
対
し
て
、
丁
寧
に
診
察
し
、
各

種
の
画
像
診
断
を
行
な
い
、
神
経

根
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
保
存
療
法
か

ら
手
術
的
治
療
ま
で
、
病
状
・
病

態
に
合
わ
せ
た
治
療
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
で
は
、
高
齢
患

者
さ
ま
が
多
い
の
で
、手
術
で
は
、

低
侵
襲
の
治
療
を
実
施
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
、

骨
粗
鬆
症
を
基
盤
と
し
た
『
脊
椎

か
、
し
び
れ
な
ど
の
知
覚
障
害
、

四
肢
の
変
形
、
腫
れ
、
運
動
障
害
、

姿
勢
異
常
、
歩
行
障
害
な
ど
も
該

当
し
ま
す
。

　

最
近
は
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
の
高

齢
者
に
多
い
病
気
で
は
、
症
状
が

出
る
前
の
予
防
的
な
治
療
を
行
な

う
こ
と
も
多
く
、
同
院
で
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
春
、
同
院
に
着
任
し
た
戸
口

淳
医
師
＝
今
号「
こ
の
人
に
聞
く
」

で
紹
介
＝
は
、
近
年
、
骨
粗
鬆
症

に
よ
る
脊
椎
圧
迫
骨
折
が
増
加
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
病
態
に
合
わ

な
ど
の
筋
骨
格
系
の
け
が
・
病
気

を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
症
状
は
、
腰
痛
、
頚

部
痛
、
肩
こ
り
、
膝
の
痛
み
の
ほ

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

整
形
外
科
で
は
、
主
に
体
の
姿
勢

や
運
動
に
関
係
す
る
部
位
で
あ
る

手
足
（
四
肢
）、
背
骨
（
脊
椎
）

　

横
浜
市
の
オ
フ
ィ
ス
街
・
関
内
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」。
Ｊ

Ｒ
関
内
駅
ま
た
は
横
浜
市
営
地
下
鉄
伊
勢
佐
木
長
者
町
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
好
立

地
に
あ
る
こ
と
で
、
利
便
性
が
良
く
、
通
勤
途
中
に
も
か
か
り
や
す
い
病
院
で
す
。

今
回
は
、同
院
の
整
形
外
科
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

て
い
た
だ
き
ま
す
」

ト
ー
タ
ル
で
の
治
療
が
大
事

　
（
続
く
）「
私
は
、
こ
れ
ま
で
も

脊
椎
疾
患
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
疾

患
を
診
察
・
治
療
し
て
き
ま
し
た

が
、
保
存
療
法
を
は
じ
め
、
手
術

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至

る
ま
で
、『
患
者
さ
ま
を
ト
ー
タ

ル
で
診
る
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
分
野
の
専

門
医
の
助
言
を
得
た
り
、
地
域
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
、
大
学
な
ど

と
の
連
携
を
、
密
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
今
、
刻
々
と
変
化
す

る
医
療
情
勢
に
、
日
々
の
研
鑽
を

怠
る
こ
と
な
く
、学
会
へ
の
参
加
・

発
表
も
積
極
的
に
行
な
い
、
患
者

さ
ま
や
地
域
へ
還
元
で
き
る
よ
う

に
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

体
の
痛
み
や
け
が
は
、
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り
と
診

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎︎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

　

外
来
受
付

　
〈
午
前
の
部
〉

　
　

８
時
30
分
〜
12
時

　
〈
午
後
の
部
〉

　
　

13
時
〜
17
時

軽度軽度 重度重度

サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ

　
住
宅
型
の
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン

グ
で
は
、
自
宅
で
生
活
す
る

よ
う
な
自
由
な
暮
ら
し
が
送

れ
ま
す
。
シ
ニ
ア
向
け
に
設

計
さ
れ
た
居
室
の
ほ
か
、
各

フ
ロ
ア
に
あ
る
娯
楽
ス
ペ
ー

ス
で
は
囲
碁
や
カ
ラ
オ
ケ
、

最
寄
駅
周
辺
で
は
買
い
物
・

外
食
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
転
居
の
必
要
は
な
く
、

ホ
ー
ム
周
辺
に
は
、
訪
問
介

護
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉

用
具
レ
ン
タ
ル
な
ど
の
事
業

所
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、

不
安
な
く
過
ご
せ
ま
す
。

以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
入
居
が
可
能
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
「
介
護
付
き
」

な
の
で
、
専
属
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
各
入
居
者
に
合

う
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
の
看
護
師
や
介
護
士

が
丁
寧
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
外
部
か
ら
毎

回
違
う
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
来

館
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

の
で
は
な
く
、日
頃
、お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
、
日
常
的
な

お
世
話
を
し
て
く
れ
る
ス

タ
ッ
フ
が
、
専
門
的
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
の
で
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ケ
ア
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ニ

ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
」
は
、
２

つ
の
棟
か
ら
な
り
、
最
寄
駅

と
の
間
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
無

料
）
が
巡
回
し
て
い
る
の
で
、

利
便
性
が
と
て
も
良
い
で
す
。

　
品
濃
の
自
然
に
囲
ま
れ
た

閑
静
な
地
で
、
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ

　
協
力
医
療
機
関
「
ふ
れ
あ

い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
医

療
法
人
社
団
健
齢
会
）
と
同

じ
建
物
に
あ
り
ま
す
。

　
元
気
な
方
か
ら
手
厚
い
介

護
が
必
要
な
方
ま
で
、
65
歳

個別相談・資料請求などのお問合せは

０１２０-35-2240フリーダイヤル

シニアホテル東戸塚

【介護付・イースト】戸塚区上品濃１６-８
【住宅型・サ ウ ス】戸塚区上品濃１６-１５

【イーストウイング】敷地面積：20,385.95m2/延床面積：19,943.10m2（うち有料老人ホーム
4,609.89m2：鉄骨・鉄筋コンクリート造・地下１階、地上9階建）/開設日：2008年4月1日/全79
室/入居一時金：1,300万円～3,000万円（１人）/管理費：117,752円～206,800円（１人）
【サウスウイング】敷地面積：6605.51m2/延床面積：7515.79m2（うち有料老人ホーム
5422.14m2：鉄筋コンクリート造・地上7階建）/開設日：2007年10月1日/全112室/入居一時
金：1,700万円～3,200万円（１人）/管理費：163,429円～230,476円（１人）

1,650万円～
20万2,720円～

月額利用料

入居一時金

管理費・
食費含む（ （ 管理費・

食費含む（ （

1,700万円～
22万5,349円～

月額利用料

入居一時金

介護付

イーストウイング サウスウイング
住宅型個

別
相
談
受
付
中
！

居室例

住宅型有料老人ホーム・サウスウイング

介護付と住宅型
自分らしいセカンドライフを選択

個別相談・資料請求を受付中

有料老人ホーム・シニアホテル東戸塚

サウス
ウイング

西武西武

東急
ストア
東急
ストア 西口西口

東口東口

オーケーオーケーみずほ銀行みずほ銀行

環状２号

横浜新道 

スシロースシロー
横浜銀行横浜銀行

牛角
ガストガスト

東戸塚駅
サイゼリヤサイゼリヤ
松屋松屋

東戸塚西口プラザ東戸塚西口プラザ

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

湘南医療大学湘南医療大学川上IC
イースト
ウイング

・マクドナルド
・ノジマ
・ジーンズメイト
・ダイソー
・西松屋
・コープ

シニアホテル東戸塚

シニアホテル東戸塚

JR横須賀線
「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分
（徒歩では15分）

横浜新道「川上IC」
または「今井IC」から
５分（無料駐車場あり）

電 車

車

現地
ご案内図

交通アクセス

　
　
新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

　
　  
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
治
療
法
を
提
供

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル 

整
形
外
科

2



　　と感じる
将来に出会うために
～学生さんが主人公です～

ピン！
看護体験のお知らせ

横須賀

横浜

川崎

新子安

大船

磯子東戸塚東戸塚

関内

茅ケ崎

逗子相模湾

東京湾

ふれあい
東戸塚ホスピタル

JR「東戸塚」
無料シャトルバス約５分

最寄駅

康心会汐見台病院

JR「磯子」など
無料シャトルバス約１０分

最寄駅

☎045-761-3581
shiomidai@fureai-g.or.jp問合・申込☎045-827-2637

ht-hosp@fureai-g.or.jp問合・申込

康心会汐見台病院
横浜市磯子区汐見台１‒６‒５

医療法人社団
康心会

対象：中学生・高校生 看護師・PT・OT・STの体験対象：中学生・高校生 看護師・PT・OT・STの体験

ふれあい東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃１６‒８

医療法人社団
健齢会

実際の医療現場で仕事の体験をしてみませんか？学生ご本人や親御さん
からの個人申し込み、または学校単位でのお申し込みもＯＫ！白衣を着て
体験できるので（記念撮影あり）、夏休み期間にぜひご体験を！

「一日体験」を大募集！
手の清

拭

脈拍測定

看護や
リハビリ療法士の

● 病棟の見学
● ケア援助の見学や体験（一部）
● 車椅子での介助や誘導
● シーツ交換、ストレッチャー乗車の体験
● 血圧測定

体験内容（一例）

※希望内容に沿うことも可能です。
　（「救急の現場を見学してみたい」など）体験は随時、募集しています。是非、ご連絡ください。

港南中の生徒さんが看護体験行ないまました！港南中の生徒さんが看護体験を行ないました！

アドバイスを受けて
ケアの

ポイントを学んでい
ますアドバイスを受けて
ケアの

ポイントを学んでい
ます

互いに測定し合い、
楽しみながら知識を
深めています

互いに測定し合い、
楽しみながら知識を
深めています

病院現場で働く看護師から、手取り足取り丁寧に教わり、
意外な看護技術に驚きをみせていました。職場体験の
実施期間などのご相談、お問合せはお気軽にー。

病院現場で働く看護師から、手取り足取り丁寧に教わり、
意外な看護技術に驚きをみせていました。職場体験の
実施期間などのご相談、お問合せはお気軽にー。

入
れ
立
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
交
流
で
き
る

情
報
の
掲
示
も
さ
れ
て
い
る

の
認
知
症
検
査
や
診
断
、
物
忘
れ

外
来
の
担
当
医
で
あ
る
石
井
映
幸

副
院
長
（
脳
神
経
外
科
専
門
医
）

や
、
各
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
栄
養
士
と
、

自
由
に
会
話
が
で
き
る
こ
と
に
、

各
方
面
か
ら
大
変
ご
好
評
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
を
受
け
る
こ
と
に
、
抵
抗

を
示
さ
れ
る
認
知
症
の
方
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
病
院
で
の
治
療
を

始
め
る
前
に
、
気
軽
に
足
を
運
べ

る
『
認
知
症
カ
フ
ェ
』
に
出
か
け

る
行
動
は
、
今
後
の
ケ
ア
を
良
い

方
向
へ
と
導
く
き
っ
か
け
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
、
飲
み

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
︱
︱
」。

に
有
益
と
な
る
媒
体
誌
な
ど
も
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
同
院
の
副
院
長
で

あ
る
石
井
映
幸
医
師
や
、
医
療
ス

タ
ッ
フ（
療
法
士
や
栄
養
士
な
ど
）

と
直
接
会
話
が
で
き
る
機
会
も
あ

り
、
こ
れ
は
他
の
認
知
症
カ
フ
ェ

と
異
な
る
大
き
な
特
長
で
す
。

受
診
の
き
っ
か
け
に
も

　

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
で
は
、『
認
知
症
を
抱

え
て
い
る
方
や
家
族
が
情
報
交
換

で
き
る
場
』『
有
益
な
情
報
を
得

ら
れ
る
場
』『
地
域
住
民
が
認
知

症
を
理
解
す
る
場
』
と
し
て
、
皆

さ
ま
の
気
軽
な
ご
利
用
を
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
場
が
院
内
で
す
の
で
、
当
院

右
ス
ペ
ー
ス
。
参
加
費
の
ほ
か
、

コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
緑
茶
も
無
料
。

現
場
実
績
を
活
か
し
て

　

認
知
症
を
抱
え
る
高
齢
者
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
環
境
作
り
が
大
切
で
す
。

地
域
医
療
へ
の
貢
献
に
積
極
的
な

同
院
で
は
、
認
知
症
検
査
を
行

な
っ
て
い
る
特
性
を

活
か
し
、
医
療
や
介

護
、
福
祉
に
関
す
る

知
識
で
地
元
に
寄
与

す
る
た
め
に
、「
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

で
は
、
市
・
区
の
広

報
紙
や
、
患
者
家
族

　

政
府
の
「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
」（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
・

２
０
１
５
年
）
に
よ
る
地
域
作
り

対
策
の
一
つ
で
あ
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
が
、
鶴
見
区
の
地
域
病
院

「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
は
毎
週
火
曜
日
13
時

で
、
会
場
は
同
院
の
正
面
入
口
か

ら
入
っ
て
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の

　

鶴
見
区
東
寺
尾
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
に
は
、認
知
症
カ
フ
ェ

（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）
が
あ
り
ま
す
。
開
催
は
、火
曜
日
13
時
か
ら
で
、参
加
無
料
。

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
も
無
料
で
、
認
知
症
に
関
す
る
交
流
が
で
き
ま
す
。

鶴見区にある「認知症カフェ」の様子

社
会
福
祉
法
人
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
、
有
志
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

で
、
設
置
場
所
も
飲
食
店
に
限
ら

ず
、
病
院
や
高
齢
者
施
設
の
共
有

ス
ペ
ー
ス
、
公
民
館
、
個
人
宅
に

至
る
ま
で
、多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

地
域
を
あ
げ
て
病
気
の
理
解
を

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
介
護

事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
の
公
益
性
が
高
い
主
催
者
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
社
会
的
な
関

心
の
高
ま
り
に
加
え
て
慈
善
事
業

の
一
環
と
し
て
、
最
近
で
は
、
一

般
企
業
の
参
加
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
を
あ
げ
て
、
高
齢
者
の
見

守
り
や
、
認
知
症
の
理
解
、
啓
蒙

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

場
面
も
あ
り
ま
す
。

「
福
祉
先
進
国
」
を
モ
デ
ル
に

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
福
祉

活
動
が
進
ん
で
い
る
オ
ラ
ン
ダ
の

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
カ
フ
ェ
」
を

モ
デ
ル
に
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

の「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
」

（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
に
示
さ

れ
て
以
来
、
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
カ
フ
ェ
」
と
う
た
っ
て
い
ま

す
が
、
主
催
者
は
、
医
療
法
人
や

し
み
な
が
ら
、
来
訪
者
が
交
流
し

て
認
知
症
を
知
り
、
学
び
、
考
え

る
機
会
と
な
る
こ
と
を
主
眼
に
お

い
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
当
事
者
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
大
学
生
な
ど

の
一
般
人
も
加
わ
る
こ
と
で
、
こ

こ
で
は
肩
肘
を
張
ら
ず
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
が
医
療
機

関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
医

師
な
ど
の
医
療
の
専
門
家
が
、
情

報
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
存
在
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
福
祉
ス
タ
ッ
フ
な

ど
、誰
で
も
利
用
で
き
る
場
で
す
。

　

名
前
の
通
り
、
お
茶
な
ど
を
楽

提供／ふれあい鶴見ホスピタル提供／ふれあい鶴見ホスピタル

オレンジカフェ・カウンター

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

◇
現
在
、感
染
症
対
策
に
よ
る
不
定

期
開
催
の
た
め
、
カ
フ
ェ
の
ご
利

用
の
際
は
、
事
前
に
お
電
話
を
。

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
認
知
症
カ
フ
ェ

 

認
知
症
診
断
医
も
参
加「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

毎
週
火
曜
日
13
時
か
ら
無
料
開
催

　
　 「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

　
　
　   

人
気
の
高
ま
り
と
存
在
意
義

湘南医療大学附属

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ Shizuoka

135
下田港 寮寮

学校学校

伊豆急行線
伊豆急下田駅

MAP
学生寮（女子）あり

学生寮（女子）あり

伊豆急下田駅
からバス停

「上の山」下車
（駅から徒歩
では３０分）

伊豆急下田駅
からバス停

「上の山」下車
（駅から徒歩
では３０分）

新入生アンケート
学生が抱える不安や
現状を把握

「看護師になりたい！」という学生をサポートするために、
教職員が丁寧に指導し、全力で学生生活を支えています。

学校全体で
学生をサポート
する体制を構築！

夢を叶えるための日々の勉強は
楽しく感じる一方で、大変な時もあります。
本校では、同じ夢をもつ仲間作りを通して
自分の夢を叶えるための決意や、
苦しいことも乗り越えようとする
意気込みまでも、
温かく育てていきます。

夢を叶えるための日々の勉強は
楽しく感じる一方で、大変な時もあります。
本校では、同じ夢をもつ仲間作りを通して
自分の夢を叶えるための決意や、
苦しいことも乗り越えようとする
意気込みまでも、
温かく育てていきます。

湘南医療大学附属 下田看護専門学校湘南医療大学附属 下田看護専門学校

「
話
を
し
て
い
て
、
す
ご
く
楽
し

い
」
な
ど
が
多
く
、
高
校
時
代
に

は
な
か
っ
た
同
じ
夢
を
共
有
す
る

仲
間
と
の
交
流
に
、
喜
び
を
感
じ

て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

同
校
で
は
、こ
の
喜
び
を
、日
々

の
授
業
や
課
題
、
国
家
試
験
の
受

験
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
看
護
現

場
に
お
い
て
も
、
仲
間
と
励
ま
し

合
い
、
乗
り
越
え
て
い
く
強
い
気

持
ち
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

下
田
看
護
専
門
学
校
は
、「
な

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
将
来
の
看
護
師
を

育
成
し
て
い
る
専
門
学
校
で
す
。

同
校
で
は
毎
年
、
新
入
生
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学

生
が
よ
り
良
い
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
学
校
全
体
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
み
ん
な

の
仲
が
良
く
て
安
心
し
て
い
る
」

問
合
せ

介護福祉学科／医療ビジネス学科／観光学科

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

JR町田駅

小田急線町田駅

ココ
ＪＲ町

田駅
から
徒歩１

分
ＪＲ町

田駅
から
徒歩１

分

※開催日・内容について、変更になる場合がありますので、必ずホームページで最新の情報をご確認ください。

7／25（土）
8／29（土）

8／15（土）
8／22（土）

10：00
 〜

12：30

8／1（土）
8／8（土）

10：00
 〜

12：30

10：00
 〜

13：00

体験入学＋
AO入試説明会

個別相談会
各学科

先着3名限定

スペシャル
オープン
キャンパス

１対１形式での相談な
ので、細かい内容まで
質問できます♪

エントリーシート・面
談・適性検査を解説！
模擬授業もあり！

卒業生の職場を見学
したり、在校生から学
校の話が聞けます♫

参加無料 事前申込制
夏のイベント紹介夏のイベント紹介
　　　　　　　　　  

医療ビジネス観光福祉専門学校医療ビジネス観光福祉専門学校

〈 〈

か
、
Ａ
Ｏ
入
試
に
合
格
す
る
た
め

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
適
性
検
査
の
内
容
、
面
談
の

受
け
方
な
ど
、
中
身
の
濃
い
イ
ベ

ン
ト
ば
か
り
で
す
。

　

現
在
、
同
校
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
の

エ
ン
ト
リ
ー
を
受
付
中
！
介
護
福

祉
や
医
療
事
務
、
Ｉ
Ｔ
、
ホ
テ

ル
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
に
興
味
が
あ
る

人
は
、
こ
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学

校
で
は
、
今
夏
、
体
験
入
学
・
Ａ

Ｏ
入
試
説
明
会
・
個
別
相
談
会
・

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
催

し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
必
要
な
即
戦
力
を
も
つ

人
材
の
育
成
に
定
評
が
あ
る
同
校

の
授
業
が
体
験
で
き
た
り
、
在
校

生
と
の
交
流
、
卒
業
生
が
実
際
に

活
躍
し
て
い
る
職
場
の
見
学
の
ほ

問
合
せ

茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパス

JR
茅ケ崎

駅
から
徒歩１

8分

JR
茅ケ崎

駅
から
徒歩１

8分

●難解な医学用語も
  わかりやすく解説
●病院現場で働く
  先輩の姿を見学
●少人数のグループ学習

●教員による
  きめ細やかな指導
●弱点強化への取り組み
　　　　　　　　  など

病気やけがなどによって、身体的または
精神的に障害をもつ人、あるいはそれが
予測される人に対して、作業活動を用い
て、より健康的な生活が送れるように、治
療指導・援助を行なうスペシャリスト。
生きる意欲を高め、人生が輝くために必要なリハビリ内容を考えて
いく視点が大切で、治療のみならず、これからの人生を考える援助
も行なう専門職です。｠

作業療法士とは…

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
http://www.crc.ac.jp

１年次から
手厚く
サポート

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校へ茅ヶ崎リハビリテーション専門学校へ
リハビリ療法士を目指すなら！リハビリ療法士を目指すなら！

こ
と
で
、
学
習
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
専
門
分
野
で
は
、
担
当

教
員
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
の

下
で
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
学
習

を
採
用
し
、お
互
い
に
教
え
合
い
、

仲
間
と
勉
強
に
励
み
な
が
ら
弱
点

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

校
の
生
徒
は
、
毎
年
、
国
家
試
験

で
高
い
合
格
率
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
療
法

士
（
理
学
療
法
士
／
作
業
療
法
士

／
言
語
聴
覚
士
）
を
養
成
し
て
い

ま
す
。特
に
作
業
療
法
学
科
で
は
、

１
年
次
か
ら
国
家
試
験
を
意
識
し

た
指
導
が
特
徴
で
す
。

　

授
業
で
は
、
難
解
な
医
学
用
語

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
り
、

実
際
に
病
院
で
働
く
作
業
療
法
士

の
姿
を
見
学
す
る
機
会
を
設
け
る

新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト

生
の
声
を
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
反
映

湘
南
医
療
大
学
附
属 

下
田
看
護
専
門
学
校

参
加
必
須
の
イ
ベ
ン
ト

Ａ
Ｏ
入
試
合
格
の
秘
訣
も
紹
介
！

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

作
業
療
法
学
科

１
年
次
か
ら
万
全
な
国
試
対
策

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

3



を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
ど
う
す
れ
ば
、
そ
の
病

気
を
発
見
で
き
ま
す
か
？　

　
「
ま
ず
、
ご
自
身
で
は
、
お
腹

に
力
を
入
れ
た
時
、
下
腹
部
に
柔

ら
か
い
腫
れ
が
あ
っ
た
ら
、
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
腫
れ
た
部
分
が
抑

え
て
も
引
っ
込
ま
な
く
な
り
、
痛

み
を
生
じ
た
り
、
吐
気
を
生
じ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
『
恥
ず
か
し
い
』
と
、
診
察
を

控
え
て
い
る
方
が
い
ま
だ
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
自
然
に

は
治
ら
ず
、
手
術
を
し
な
け
れ
ば

治
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
確
実
に

治
る
病
気
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
当
院

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

　

︱
︱
︱
現
場
な
ら
で
は
の
お

話
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分

と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
そ
の
病
気
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

　
「『
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
』
は
、
本

来
な
ら
お
腹
の
中
に
あ
る
は
ず
の

腹
膜
や
腸
の
一
部
が
、
多
く
の
場

合
、
そ
け
い
部
の
筋
膜
の
間
か

ら
、
皮
膚
の
下
に
出
て
く
る
病
気

で
す
。一
般
的
に
は
、『
脱
腸（
だ
っ

ち
ょ
う
）』
で
知
ら
れ
て
い
る
良

性
の
病
気
で
す
。

　

立
っ
た
時
や
、
お
腹
に
力
を
入

れ
た
時
に
、
そ

け
い
部
の
膨
ら

み
に
気
づ
く
方

が
多
く
、
痛
み

や
違
和
感
を
と

も
な
い
ま
す
。

腸
が
脱
出
し
た

時
に
、
腸
閉
塞

　

︱
︱
︱
そ
け
い
部
（
鼠
径
部
）

の
病
気
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
聞

か
な
い
気
が
し
ま
す
が
、
ど
の
く

ら
い
の
人
が
治
療
を
受
け
て
い
る

の
で
す
か
？

　
（
担
当
医
・
田
中
和
郎
医
師
）「
厚

生
労
働
省
の
統
計
か
ら
、
日
本
で

は
年
間
13
万
〜
15
万
人
程
の
方

が
、
そ
け
い
部
（
鼠
径
部
）
の
ヘ

ル
ニ
ア
手
術
を
受
け
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
そ
け
い
部
の
病
気

は
、
決
し
て
珍
し
く
な
い
も
の
だ

　

横
浜
市
中
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ

ル
」で
は
、そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
治
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
消
化
器
外
科
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

鼠径部（そけいぶ）

が
出
ま
す
。

　

罹
患
し
や
す
い
人
は
、
体
の
健

康
状
態
の
ほ
か
、
職
種
に
よ
る
影

響
も
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次

の
よ
う
な
人
は
、
下
腹
部
の
膨
ら

み
の
出
現
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
便
秘
症

・
肥
満

・
前
立
腺
肥
大

・
よ
く
咳
を
す
る
人

・
妊
婦

・
40
代
以
上
の
中
高
年
で
、

　
　
腹
圧
が
か
か
る
製
造
業
や

　
　
立
ち
仕
事
を
し
て
い
る
人

患
っ
て
い
る
人
は
意
外
と
多
く
、

40
代
以
上
で
は
、
職
業
に
関
係
し

て
い
る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

腸
が
皮
膚
下
に
出
る
病
気

　

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
体
の
組
織

の
一
部
が
正
し
い
位
置
か
ら

は
み
出
し
た
状
態
で
す
。

　
「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
で

は
、
本
来
な
ら
お
腹
の
中
に

あ
る
は
ず
の
腹
膜
や
腸
の
一

部
が
、
皮
膚
の
下
に
出
て
し

ま
い
、
ポ
ッ
コ
リ
と
膨
ら
み

　

体
の
部
位
で
「
そ
け
い
（
鼠
径
）

部
」
が
ど
こ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

足
の
つ
け
根
の
部
分
で
あ
り
、
太

も
も
上
部
の
胴
体
付
近
を
そ
け
い

部
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
部
分
の
「
ヘ
ル
ニ
ア
」
を

ふれあい東戸塚ホスピタル
人工透析内科

井上 純雄 副院長

　

ご
自
宅
で
の
透
析
生
活
に
、
ご

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
是
非

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
正
し

い
生
活
習
慣
を
送
り
、
透
析
治
療

を
安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
が
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
」。

に
も
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
環
境

で
す
」

自
宅
生
活
も
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー

　
「
さ
ら
に
当
院
は
、
通
院
だ
け

で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
入
院
で

の
透
析
治
療
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
退
院
後
の
生
活
、
ま

た
は
ご
自
宅
で
の
透
析
生
活
も
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、
訪
問

サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
・
訪
問
介

護
）
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
」

シ
ャ
ン
ト
導
入
や
再
建
術
も

　
「
当
院
で
は
、
透
析
に
関
わ
る

手
術
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

透
析
用
の
血
管
を
造
設
す
る

『
シ
ャ
ン
ト
（
血
管
）
の
導
入
』

の
手
術
や
、
透
析
治
療
で
使
用
し

た
血
管
が
狭
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
拡
張
す
る
手
術
（
血
管
形
成

術
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
』）、
シ
ャ
ン
ト
（
透

析
用
の
血
管
）
を
作
り
直
す
『
再

建
術
』
な
ど
、
血
管
の
ト
ラ
ブ
ル

　
（
透
析
治
療
担
当
・
井
上
純
雄

副
院
長
）「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ

ス
ピ
タ
ル
で
は
、
人
工
透
析
治
療

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
院
し
て
治
療
を
受
け
る
『
外

来
透
析
』
で
は
、
透
析
ベ
ッ
ド
を

28
床
用
意
し
、
午
前
・
午
後
の
２

ク
ー
ル
で
血
液
透
析
を
行
な
っ
て

　

透
析
患
者
に
と
っ
て
、
血
管
の
ト
ラ
ブ
ル
や
入
院
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
あ
る

と
安
心
で
す
。「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
血
管
の
手
術
や
入
院
、
訪

問
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
ま
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
化
さ
せ
て
い
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

「日本透析医学会」資料より
1968 78 88 98 2008 18（年）

（万人）

透析患者数の推移

30

20

10

0

339,841人

185,322人

２０年で
約２倍
に増加

２０年で
約２倍
に増加

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

透
析
継
続
に
必
要
な
こ
と

　

治
療
時
は
、
血
液
透
析
で
は
、

ベ
ッ
ド
で
３
〜
４
時
間
横
に
な

り
、
機
械
を
通
し
て
透
析
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
時
間
は
、
自
由
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
腎
臓
が
悪
い
状
態
な

の
で
、
治
療
時
間
以
外
に
も
、
自

己
管
理
が
必
要
な
こ
と
に
は
変
わ

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
見
え
な
い
・

感
じ
な
い
リ
ス
ク
に
、
患
者
本
人

が
ど
こ
ま
で
自
己
規
制
で
き
る
か

が
治
療
効
果
を
左
右
し
ま
す
。
乱

れ
た
生
活
習
慣
は
大
敵
で
、
食
事

の
管
理
な
ど
は
常
に
必
要
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
に
正
し
い

生
活
を
送
っ
て
、
人
工
透
析
治
療

を
続
け
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

は
、
患
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
透
析
治
療
の
施

設
選
び
は
、
悩
み
や
不
安
も
気
軽

に
相
談
で
き
る
か
否
か
も
、
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

景
に
は
、
人
口
構
成
の
高
齢
化
だ

け
で
は
な
く
、「
糖
尿
病
」
の
多

さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
工
透
析
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
っ
た
原
因
疾
患
の
１
位
に

は
「
糖
尿
病
性
腎
症
」
が
あ
げ
ら

れ
、
こ
れ
は
、
人
工
透
析
患
者
の

全
体
数
の
う
ち
、
約
40
％
に
該
当

し
ま
す
。（
以
上
、「
日
本
透
析
医

学
会
」
資
料
よ
り
。）

　

高
齢
で
糖
尿
病
を
患
っ
て
い
る

人
が
人
工
透
析
治
療
を
進
め
て
い

く
と
、〈
網
膜
症
〉〈
起
立
性
低
血

圧
〉〈
四
肢
の
潰
瘍
・
壊
疽
〉
を

は
じ
め
と
す
る
合
併
症
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
の
で
、
さ
ら
に
注
意

え
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
20
年

前
に
比
べ
て
２
倍
に
も
ふ
く
れ
上

が
り
、
現
在
は
約
34
万
人
を
数
え

ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
総
人
口

で
考
え
る
と
、
お
よ

そ
３
８
０
人
に
１

人
が
人
工
透
析
患

者
と
い
う
割
合
に

な
り
ま
す
。

糖
尿
病
と
の
関
係

　

特
に
近
年
は
、
毎

年
お
よ
そ
５
０
０

０
人
ペ
ー
ス
で
患

者
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背

増
加
が
止
ま
ら
な
い

　

日
本
で
は
、
高
齢
人
口
の
増
加

と
と
も
に
、
人
工
透
析
患
者
が
増

　

透
析
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
20
年
前
に
比
べ
て
患
者
数
は
２
倍
に
も
な
り
、
そ

の
原
因
の
一
つ
に
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
「
糖
尿
病
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
透
析
治
療

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
生
活
の
自
己
管
理
は
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

筋肉

皮膚 腹膜

筋膜

腸

そけいヘルニア
（脱腸）

〈 

お
問
合
せ 

〉

▽
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉

    

☎
０
４
５・８
０
３・３
２
２
１

    

泉
区
中
田
南
４
の
３
の
23

▽
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

    

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

    

戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

＊
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ

ル
」
は
、
人
工
透
析
治
療
の
ほ

か
、
皮
膚
科
や
整
形
外
科
な

ど
の
幅
広
い
診
療
科
が
あ
る

地
域
病
院
で
す
。

連
携
機
関
に「
ふ
れ
あ
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
泉
」（
中
田
駅
徒
歩
５

分
）を
も
ち
、
同
ク
リ
ニッ
ク
の

シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
入
院
も
、

円
滑
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

JR 新子安駅・鶴見駅、京急線 生麦駅・京急新子安駅・京急鶴見駅　看護師・准看護師・看護補助

医療法人社団康心会 ふれあい鶴見ホスピタル 〒230-0077 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾4-4-22  ☎０４5‒5８６‒1717（担当：総務課 風間・坂井）　    http://www.fureai-g.or.jp/tsu/HP

正 パ

【勤務時間】 8：30～17：30、17：00～翌9：00 夜勤は応相談。　  左記時間帯の中で個別に対応。

パ正　常勤　　非常勤

職 

種

勤 

務 

地

看護師／准看護師／看護補助の常勤または非常勤 

【募集職種】 ① 看護師　　　  ② 准看護師　　　  ② 看護補助 1 2 3

▷待遇…各種社会保険、医療費補助、交通費支給、ユニフォーム貸与など
▷応募…随時面接を実施中！ お気軽にご連絡ください。

パ

【  給  与  】
月給232,000円～386,900円（皆勤手当10,000円含む）
夜勤手当14,000円／回
時給1,500円～2,300円 
夜勤手当24,000円～32,000円／回
月給200,000円～330,700円（皆勤手当10,000円含む）
夜勤手当14,000円／回
時給1,200円～1,500円
夜勤手当20,000円～24,000円／回
月給175,800円～273,000円（皆勤手当10,000円含む）
夜勤手当4,000円／回
時給1,100円
夜勤手当17,000円／回

月給232,000円～386,900円（皆勤手当10,000円含む）
夜勤手当14,000円／回
時給1,500円～2,300円 
夜勤手当24,000円～32,000円／回
月給200,000円～330,700円（皆勤手当10,000円含む）
夜勤手当12,000円／回
時給1,200円～1,500円
夜勤手当20,000円～24,000円／回
月給175,800円～273,000円（皆勤手当10,000円含む）
夜勤手当4,000円／回
時給1,100円
夜勤手当17,000円／回

正

パ

1

正

パ

2

正

パ

3 「ふれあい鶴見ホスピタル」
第二京浜（国道１号）から１本中の道沿い

●新子安駅から無料シャトルバス（約５分）の利用可能
●鶴見駅から無料シャトルバス（約１０分）の利用可能
●生麦駅から徒歩10分
●横浜市営バス「岸谷」停歩３分

看護スタッフ大募集
回復期病棟・療養病棟で活躍できる方を募集！回復期病棟・療養病棟で活躍できる方を募集！

正 パ 正 パ 正 パ

岸谷

子安台公園
池谷戸

バス停

首
都
高
速

JRJR新子安駅 生麦駅

鶴見駅

京急鶴見駅

シャトル
バス
乗り場

ココ
第二京浜第二京浜1

京急線京急線

シャトル
バス
乗り場

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
消
化
器
外
科

　 

「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
は
恥
ず
か
し
く
な
い
！

　
　
　
　
　
　
　 

当
院
の
手
術
で
完
治
を
」

　
　
足
の
つ
け
根
に「
ポ
ッ
コ
リ
」⁉

　
　
　
　
　
　
そ
れ
、ヘ
ル
ニ
ア
か
も

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
血
管
手
術
か
ら
訪
問
看
護
ま
で

　
　
　
　
　
人
工
透
析
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト

　  「
こ
こ
で
い
い
や
」じ
ゃ
な
い
！

　
　
施
設
選
び
が
透
析
生
活
を
左
右
す
る
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